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（1） 投資家（ファンド運用者）

【 運用会社：野村アセットマネジメント株式会社 】

① 設　　立 ： 1959年

② 資 本 金 ： 171億8,035万円

③ 事業内容 ： 投資信託業務、投資顧問業務を営む国内最大手の資産運用会社。運用と顧客基盤

　　　　　    のグローバル化に早くから取り組み、アメリカ、ヨーロッパ、アジア等、海外へ積極的

　　　　　    に展開している。

【 運用委託先：アメリカン・センチュリー・インベストメント・マネジメント・インク（以下「ACI社」）】

① 設　　立 ： 1958年

② 資 本 金 ： 非公開

③ 事業内容 ： 米国ミズーリ州カンザスシティを本拠点とする独立系投資顧問会社。同社の支配株主

　　　　　    であるストワーズ医学研究所は、同社の創業者である故ジェームズ・E・ストワーズが

　　　　　    社会貢献のため1994年に設立した非営利団体である。

（2） スキーム

① 背景

日本の医療分野には、高齢化や都市人口の増加による医療ニーズの急増、慢性疾患の発生率の上昇、

ならびに医療コストの増大など多くの社会的課題が存在する。また世界に目を向けると、有効な治療法

が確立されていない難病や医療サービスへのアクセスの困難性など多くの課題がある。特に高齢化や

財政負担の増大は日本固有の問題ではなく、医療分野に関する各国共通の問題として認識されている。

一方、医療分野においてはテクノロジーの進化による革新的な変化が日々起きている。ロボットによる

医療や介護の支援、AI（人工知能）による診断、ウェアラブル端末やアプリケーションによるデータ連携、

また再生医療等のバイオテクノロジーの進歩も目覚ましいものがある。医療関連市場は次世代テクノ

ロジーの活用により生まれたソリューションにより、予防から診断、治療、ケアといったトータルケアの

提供にシフトしており、今後も新しい市場を創出していくと考えられる。

② 経緯

2016年5月、野村ホールディングスはACI社との戦略的提携を発表した。ACIは独自のオーナーシップ・

モデルを通じて、医療分野に関する独自のエコシステムを構築し、革新的な社会貢献の形を体現して

きた。当該提携の下、野村アセットマネジメントはACIの医療分野に関する運用戦略と自身の強力な

販売チャネルを組み合わせ、先進医療の分野における投資収益と社会的課題の解決の両者を追求する。

ACIのオーナーシップ・モデルの特徴は以下のとおりである。

❺-1-2

投資案件詳細

図表 27　ACIのオーナーシップモデル

③ ステークホルダー

本案件の事業実施体制とステークホルダー毎の関心事項は以下のとおりである。

なお、「先進医療関連企業」とは、製薬、バイオテクノロジー、医療機器、医療・健康サービス関連

企業等のうち、先進的な技術の発見・開発や、先進的な医療サービスの提供に寄与するもしくは

その恩恵を受けると考えられる企業等のことをいう。

図表 28　事業実施体制

図表 29　ステークホルダー毎の関心事項

● ACIは、株主であり民間基礎バイオ医学研究施設の中で世界最大級の基金の1つを有するストワーズ
　医学研究所へ、配当を通じて研究資金を供給
● ストワーズ医学研究所は550名の専門家を擁し、疾病関連の研究開発機関であるバイオメド・バレー・
　ディスカバリーズと共に革新的な治療法を推進
● 2000年から現在までのACIから同研究所への配当総額は14億USDにのぼる

株主配当 研究・療法

投資

リターン

名　称 役　割 当該事業への期待・関心

投資家
● 資金提供を通して医療分野の課題を解決
● 経済的リターン

投資家

運用者
● 社会的インパクト投資の普及
● 運用パフォーマンスの提供

野村
アセットマネジメント

運用者
● 経済的リターンと社会へのインパクト
● 持続可能な開発目標（SDGs）目標3への接続
● ストワーズ医学研究所への配当による医療分野への貢献

ACI

バイオメド・バレー・ディスカバリーズ
世界の先進医療関連企業

アメリカン・センチュリー・インベストメンツ
（資産運用会社）

潜在的な治療希望者数

1.6約 億人

野村ACI先進医療
インパクト投資マザーファンド

野村ACI先進医療
インパクト投資A~Dコース

ストワーズ医学研究所

お客様

販売会社

投資家

ACI

野村アセットマネジメント

購入申込み

配当

投資

投資

運用

報酬

運用

報酬

投資リターン

※公衆縦覧資料をもとにケイスリー作成

出所：野村アセットマネジメント

※図の他、受託会社、監査法人等のステークホルダーが存在するが、
　社会的インパクト投資の説明に関与しないため割愛した

支配

運用の一部を委託

募集・販売等に関する契約

先進医療分野

ストワーズ医学研究所
（基礎バイオ医学研究機関・非営利企業）

バイオメド・バレー・ディスカバリーズ
（ストワーズ医学研究所の発見を活用した、疾病関連の研究開発機関）

P28-29　日本における社会的インパクト投資の現状（2018）
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